
平成 30年度 大阪府交野高等学校 第 2回学校協議会 記録 

 

日時 平成 30年 11月 12日(月)   午後３時 30分～午後５時 00分 

場所：本校 校長室 

 

１．進捗状況 

○ 生活指導部から 

  ・ 同じ生徒が繰り返している。早朝登校指導３名。 

・ 約 65％の生徒は一度も遅刻していない。約 15％の生徒も一度の遅刻でおさまっている。 

・ ケータイ・スマホの指導 11/3 NTTドコモと大阪府警によるケータイ使用の講演会 

・ 10/25 大麻乱用防止講演会 

○ 進路指導部から 

・ 学力向上・キャリア教育・Classi⇒1年生に対して 

  ・ コース選択についてよりしっかりと考えさせていきたい 

○ 保健部から 

・ 生徒の保健室利用状況についてのデータ報告 

 

３．協議・意見交換 

（１）平成 30年度 学校経営計画及び学校評価 

① 希望する進路達成率の向上について 

 H29年度 73％→H32年度 80％に限りなく近づけるという努力目標へ修正してはどうか。 

 ＜意見＞・ 今の取組みを継続すると、進路達成率 75％は達成可能。成績上昇を生徒が実感

しているため、学習に対し積極的となる。目標を上げても良いのではないか？ 

80％は実現不可能ではない。 

 

② 学力育成について 

  Classiの活用は、今の子どもたちには適切な学習方法と思う。やる気を出させて成果が出てい

る。あきさせない方策が必要。 

  ＜学校＞・ 中間層の学力向上をめざしている。学校全体で受験に向けての雰囲気を作りたい。 

      ・ Classiによる補習課題の提示はクラブとの両立させるため。 

      ・ Classiによる週末課題は 90％以上の生徒が取り組んでいる。 

 

③ 豊かな人間性の涵養について 

  礼儀なども挨拶もしっかりできている。良い伝統を継承してほしい。 

  ＜意見＞・ インターンシップを通じて、「働く」とはどういうことかを学ばせたい。 

  ＜学校＞・ アルバイトは原則禁止であるが、申請者はいる。夜遅くなることによる危険性や学

習との両立については注意している。 

      ・ 高大連携：理数コース（摂南大）、英語コース（関西外大） 

 

（２）交野高校に期待すること 

・ 良い伝統を継承し、変わらなければならないことは変えていってほしい。 

  ・ 交野市出身の子どもたちが入学したくなる学校になってほしい。 

 ・ 地域との連携を進めてほしい。 

  ＜意見＞・ 地域との関わりの中で社会的規範を養ってほしい。 

 

４．おわりに 

 ＜学校＞・ これまでの取組を進め、良いところをさらに伸ばし、できることから取り組みたい。 

     ・ 地域連携を進め、交野市内の中学生を増やしたい。 


